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進化を続ける仮想インフラスト
ラクチャ

 20 年以上にわたり、企業は仮想化テクノロジーを利用して、運用の改善、コストの最適化、および新た
なビジネスチャンスの促進を実現する革新的なアプリケーションやサービスを提供してきました。データセ
ンターへの仮想マシン (VM) の導入は、IT チームがリソースを効率的に使用し、柔軟性を向上させ、イン
フラストラクチャのパフォーマンスを最適化するのに役立ちました。パブリッククラウド・リソースへのアク
セスが容易になるにつれて、仮想化プラットフォームは、新しいクラウドコンピューティング・モデルが提供
するスケーラビリティ、アジリティ、および潜在的なコストメリットを活かすよう進化しました。そして現在、
コストの増大、ライセンスに関する不確実性、契約更新に伴う圧力などにより、IT リーダーは、かつては安
定的かつ長期的なものと考えていた決定事項を再検討せざるを得なくなっています。

 こうした仮想化の見直しの一環として、多くの組織が、将来を見据えた運用やクラウドベースのアプリ
ケーションのために必要な一貫性、効率性、サポート体制の最適な組み合わせを模索しています。そのよう
な組織は、ワークロードの大部分を処理している既存の VM の管理を続けつつ、IT モダナイゼーションへ
の備えとなる費用対効果の高い統合型プラットフォームに迅速に移行することを望んでいます。Gartner® 
によれば、成熟市場における中規模から大規模の一般的な企業では、オンプレミスの x86 サーバーワー
クロードの約 75 - 85% が依然として VM 上で実行されています。¹

 従来の VM と軽量なテクノロジー (コンテナなど) の両方
をサポートするアプリケーション・プラットフォームは、一歩
先を行くことを目指している組織にとって特に魅力的です。
チームは現在の VM を新しいプラットフォームへ容易に移行
し、コンテナベースのアプリケーションと一緒に実行すること
で、アプリケーションの構築とデプロイへの新しいアプロー
チを有効活用できます。また、コンテナ・オーケストレーショ
ン・プラットフォームの多くには、大規模なハイブリッドクラウ
ド環境全体でアプリケーションのライフサイクル管理を単純
化するのに役立つツールと自動化が含まれています。IT チー
ムは共通のプロセスとツールを使用して仮想化またはコンテ
ナ化された既存のワークロードをデプロイおよび管理でき
ると同時に、監視、開発パイプラインとデプロイパイプライ
ン、GitOps、サービスメッシュ、およびサーバーレス・テクノロ
ジーのイノベーションも活用できます。その結果、組織はビジ
ネスを支える仮想化ワークロードを引き続き実行しつつ、アプ
リケーションとアプローチを自社にとって最適なペースでモダ
ナイズしていくことが可能になります。

1

Gartner によると、「成熟市場にお
ける中規模から大規模の一般的
な企業では、オンプレミスの x86 
ワークロードの

が VM 上で実行されています」

75%  
から 85%

 1 Gartner、「Market Guide for Server Virtualization Platforms」、
Tony Harvey、Elaine Zhang、およびその他、2025 年 10 月 23 日。
(アクセスには Gartner の購読が必要です)
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物理マシン

Red Hat OpenShift Virtualization

仮想マシン コンテナ

今すぐ移行し、自由なペースで
モダナイズする

 IT 組織が成功するためには、現在の仮想化ニーズを満たしつつ将来のモダナイゼーションと変化への
備えとなる、クラウド対応のアプリケーション基盤が必要です。Red Hat® OpenShift® は VM とコンテナ
ベースのアプリケーションを実行するための先進的なエンタープライズ対応インフラストラクチャ・プラッ
トフォームを提供します。Red Hat OpenShift はコンテナ、Kubernetes、DevSecOps 機能を利用して、
ハイブリッド環境やマルチクラウド環境、エッジ環境で従来型のアプリケーションと先進的なアプリケー
ションを大規模かつ安全、迅速に構築、デプロイ、実行、管理するための基盤となります。

 Red Hat OpenShift には、定評のあるカーネルベースの
仮想マシン (KVM) ハイパーバイザーと KubeVirt オープン
ソース・プロジェクトをベースとする Red Hat OpenShift 
Virtualization  が機能として含まれており、Linux® と 
Microsoft Windows の VM を統合アプリケーション・プラッ
トフォームに移行するのに役立ちます。VM を他のプラット
フォームから移行して Red Hat OpenShift 上で実行するこ
とで、クラウドネイティブなアーキテクチャ、最適化された
運用と管理、新しい開発アプローチを活用しながら、既存
の仮想化投資を最大限に活用することが可能です。VM を 
Red Hat OpenShift に移行すると、モダナイゼーションの第
一段階であるプラットフォームのモダナイゼーションを達成
できます。IT チームはそこを起点として、必要に応じて運用
やアプリケーションのモダナイゼーションの取り組みを段階
的に進めていくことができます。

仮想化専用のソリューションをお求めの場合は、 Red Hat OpenShift の仮想化機能のう
ち VM のデプロイ、管理、スケーリングに関するもののみを提供する Red Hat OpenShift 

Virtualization Engine をご検討ください。必要に応じて、コンテナ化されたアプリケーショ
ンやモダナイゼーションなど、より広範な Red Hat OpenShift の機能への包括的なアクセス

もご利用いただけます。 

 2 Red Hat データシート、「仮想化移行評価」、2026 年 2 月 16 日。
3 Forrester Consulting による調査 (Red Hat からの委託)、「The Total Economic Impact™ Of Red Hat Consulting 

For OpenShift」、2024 年 9 月。数値はインタビューを受けた顧客をベースとして計算されたものです。

図 1.OpenShift Virtualization インフラストラクチャ

 お客様の組織がより迅速に、より効果的に移行できるよう、Red Hat はコンサルティングサービスも提
供しています。Red Hat のエキスパートは、複数回のインタラクティブなワークショップを通して組織のビ
ジネス目標と現状を評価し、前進するための道筋を計画することで、お客様が移行のプロセスに着手² で
きるよう支援します。事実、Red Hat コンサルティングを利用したお客様は、実装をすべて社内で行った 
(DIY) 組織と比較して 46% も高速に Red Hat OpenShift の導入と移行を完了しています。³
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https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
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 仮想化移行ツールキットは既存の VM を OpenShift Virtualization へ移
行するプロセスの単純化と高速化に役立ち、ダウンタイムを最小限に抑えつ
つ、リスクの低い方法で移行することができます。さらに、Red Hat Ansible® 
Automation Platform と組み合わせると、複数の VM と関連インフラストラ
クチャ (ネットワークやストレージなど) の移行を自動化して大規模かつ高速
に実行できます。

 ワークロードを従来型プラットフォームか
ら先進的な仮想化プラットフォームへと移行
する作業はときに複雑です。移行のプロセス
をスムーズかつ効率的に進めるには、VM の
互換性、必要となる可能性がある構成変更、
潜在的なパフォーマンスの最適化を慎重に
検討する必要があります。さらに、移行計画
では、仮想化プラットフォームのデプロイと
管理に使用するプロセスやツールの違いも考
慮しなければなりません。これは特にクラウ
ドプロバイダー間で移行する場合に重要とな
ります。VM の互換性を事前に検証し、ウォー
ムマイグレーション機能を使用し、複数の 
VM を一度に移行することで、仮想化プラット
フォーム間でワークロードを迅速に、少ない
労力で移行することができます。

信頼性が高く先進的な仮想化プ
ラットフォームに移行する1

従来の VM を Red Hat OpenShift に移行
すべき 15 の理由をご紹介します。

組織全体でメリットを
享受する
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すでに導入してい
た OpenShift に加え
て Red Hat OpenShift 
Virtualization をシンプルで
コスト効果が高い方法で導入
できました。この導入により、
VM とコンテナの世界をつな
いで、急速に変化する市場に
適応し続けることができるよ
うになりました。
―
Patric Siegrist 氏 
Reist Telecom AG  
主任アーキテクト

 VM とコンテナを別々のプラットフォームで管理
すると、複雑性、リソースの断片化、運用のオーバー
ヘッドが増える可能性があります。VM とコンテナ
の両方にまたがるインフラストラクチャのデプロ
イ、管理、監視を効率化する統合プラットフォーム
は、リソースの使用を最適化し、重複する作業をな
くし、多様なワークロードに迅速に適応するのに役
立ちます。

2 統合プラットフォームで IT 
運用を単純化する

 OpenShift Virtualization は、VM、コンテナ、ベ
アメタル、サーバーレスワークロードのすべてに対応
する単一のプラットフォームで運用を単純化します。
インフラストラクチャのデプロイを標準化し、共通
で一貫性のある確立されたエンタープライズツール
一式を使用して、さまざまなワークロードを保守す
ることができます。仮想化管理専用のビューと AI を
活用した仮想アシスタンス機能を利用できるため、

仮想化管理者は使い慣れたワークフローを利用したり、自然言語で質問したりして、
OpenShift Virtualization への移行を円滑に進めることができます。これらの機能は、
機能を学習する必要性を最小限に抑え、OpenShift Virtualization の導入にかかる時
間を短縮するのに役立ちます。また、Ansible Automation Platform によって、プロビ
ジョニングからデプロビジョニングに至るまでの Day 2 オペレーションを最適化するこ
ともできます。

 OpenShift Virtualization は、Red Hat OpenShift Service on AWS、Microsoft 
Azure Red Hat OpenShift、Red Hat OpenShift Dedicated on Google Cloud、Red 
Hat OpenShift on IBM Cloud といった OpenShift クラウドサービスで利用することも
できます。これらのマネージドサービスでは、基盤となるプラットフォームが SRE (サイ
ト信頼性エンジニア) の専任チームによって全面的にサポートされるため、Day 0 から
運用を円滑に進めることができます。

 それに加えて、認定パートナーとの統合により、既存のインフラストラクチャを 
Red Hat OpenShift で引き続き使用できます。

 詳細はこちらの動画をご覧ください4。

 4 Red Hat 動画、「Ease the virtualization admin transition to Red Hat OpenShift Virtualization」、
YouTube 2026 年 2 月 13 日。 4
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 ハイブリッド環境やマルチクラウド環境を導入する主な利点の 1 
つが、柔軟性です。これらの環境では、アプリケーションをデプロイ
する際に、ビジネスの目的に合わせてスケーラビリティ、パフォーマ
ンス、コストのバランスをとれるよう、さまざまなデータセンターと
クラウドのリソースから選択することができます。VM ワークロード
をハイブリッド環境とマルチクラウド環境で一貫して実行および移
行するアプリケーション・プラットフォームを使用すると、アプリケー
ションのデプロイを単純化し、リソースの使用を最適化し、運用の
一貫性を保つことができます。

 OpenShift Virtualization は、データセンター、エッジ環境、お
よびパブリッククラウド環境 (Amazon Web Services (AWS)、
Microsoft Azure、Google Cloud、IBM Cloud、Oracle Cloud な
ど) のセルフマネージド型物理サーバーをサポートしています。そ
のため、最適なインフラストラクチャで組織の VM を実行できま
す。また、継続的なプラットフォーム管理を委託し、短期間で運用
体制を整えるのに役立つフルマネージド型クラウドサービスである 
Red Hat OpenShift Service on AWS の一部として利用すること
もできます。

3

4

スケジュールに合わせて長期的にアプ
リケーションをモダナイズする

ハイブリッド環境とマルチクラウド環境
で一貫した運用を行う

 VM 上のモノリシックなアプリケーションや n 階層アプリケーションをコンテナ化さ
れたマイクロサービスベースのワークロードに移行することで、スケーラビリティを強化
し、生産性を向上させ、アジリティを高めることができますが、これには時間とリソース
の面で大きな投資が必要になる場合があります。VM、コンテナ、ベアメタル、サーバー
レスワークロードなど、さまざまなタイプのアプリケーションをサポートし、先進的なア
プリケーション開発プロセスやツールもオプションで利用できる統合プラットフォーム
を活用すれば、アプリケーションを戦略的に、スケジュールどおりに、かつ独自のニーズ
に応じて変革できるようになります。
 OpenShift Virtualization を導入すると、モダナイゼーションによる運用面のメリット
を Day 1 から得ることができ、アプリケーションを変更することなく、継続的インテグ
レーションおよび継続的デリバリー (CI/CD)、GitOps、サービスメッシュといった先進
的なワークフローを既存の VM に適用できます。このアプローチにより、合理的と判断
した場合にのみコンテナ化によるアプリケーションのモダナイゼーションを行うことが
可能になります。

ターンキー型のアプリ
ケーション・プラット
フォームでコストと労力
のバランスをとる 
Red Hat と AWS が共同で
設計、運用、サポートする 
OpenShift Service on AWS 
は、運用効率を高め、イノベー
ションに集中することを可能に
するターンキー型のアプリケー
ション・プラットフォームです。こ
のマネージド・クラウドサービス
の詳細はこちら。
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 VM を手動でデプロイするのは非効率的でミスが発生しやすいプロセスです。構
成に一貫性がない、デプロイに時間がかかる、セキュリティ脆弱性のリスクが高まる
といった結果に終わることがあります。セルフサービス機能があれば、ユーザーは IT 
サービスチケットを発行しなくても、事前承認されたセキュリティ準拠の VM 構成
を、必要なときに迅速かつ安全にデプロイできます。

 Red Hat OpenShift の標準ロールに従って、ユーザーは必要なリソースをチーム全
体が迅速に入手できるよう、プロジェクトに VM を作成して他のプロジェクトメンバー
にアクセス権を付与できます。VM インスタンスタイプを使用するとオペレーティング
システム・イメージ、ワークロードタイプ、およびハードウェア要件を事前に定義してお
くことができるので、セルフサービスのプロビジョニングを単純化できます。また、テ
ンプレートを使用して、仮想アプライアンスなどの高度な設定を必要とする VM をデ
プロイすることもできます。

 開発とデプロイのパイプラインで VM を使用すると、
アプリケーション提供プロセスのスケーラビリティ、一
貫性、およびスピードを向上させることができます。開
発パイプラインに VM を統合することで、標準化された
再現可能な独立環境を、コーディング、テスト、およびデ
バッグ用にデプロイすることが可能になり、開発チーム
間の一貫性を高めることができます。継続的インテグ
レーション/継続的デプロイメント (CI/CD) パイプライ
ンで VM を使用すると、ビルドおよびテストからリリー
ス、デプロイまでの各ステージで、独立したクリーンな
環境を提供できるため、制御された信頼性の高いアプ
リケーション提供が可能になります。

 OpenShift Virtualization を使用すると、Red Hat 
OpenShift Pipelines に基づく開発および CI/CD パイ
プライン内で VM の作成と管理、および VM でのコマン
ド実行ができ、インフラストラクチャとアプリケーション
提供を効率化できます。

5

6

VM をデプロイするためのセルフ
サービス・オプションを提供する

開発とデプロイのパイプラインに 
VM を統合する
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 効率的で信頼性の高い仮想化インフラストラクチャには、ハイパーバイザーのパ
フォーマンス、安定性、およびセキュリティが欠かせません。信頼できるベンダーが
サポートし、幅広くテストされ認められたハイパーバイザーを採用することは、仮想
化ワークロードをより適切かつ大規模に管理し、多様な環境の全体で信頼性を向
上させるための助けとなります。

 OpenShift Virtualization と Red Hat Enterprise Linux の基盤となるハイパーバ
イザーである KVM は、セキュリティ重視の高性能なオープンソースのハイパーバイ
ザーです。KVM は 2007 年に初めてリリースされ、世界中の組織に効率的で安定し
た仮想化基盤を提供しています。現在では、Linux の仮想化は多くのグローバルな
金融サービス企業、航空会社、製造業、公共機関、および通信会社の重要な IT イ
ンフラストラクチャを支え、パブリッククラウドの展開に広く採用されています。

7 仮想化ハイパーバイザー・
テクノロジーを活用する

 ハードウェアの故障や停電など、ダウンタイムにつながる問題によって IT サービス
が利用できなくなった場合には、迅速なリカバリーが極めて重要です。こういった問
題が発生すると、そのサービスを使用していた VM で実行中のアプリケーションも使
用できなくなります。ビジネスを常に稼働させておくためには、VM を効率的にリカバ
リーおよびリブートできるアプリケーション・プラットフォームが欠かせません。

 OpenShift Virtualization では、大量の VM を起動する場合も所要時間の増え方
がほぼ直線的であるため、重要なアプリケーションを常に利用可能にできます。Red 
Hat は、1,000 台の VM が稼働する環境でノードのヘルスチェック、修復メカニズ
ム、重要コンポーネントの冗長化設計によりプラットフォームのレジリエンスを確保す
る方法をはじめとするサンプルアーキテクチャを提供しています。⁵

8 VM のパフォーマンスを高める

OpenShift Virtualization のサンプルアーキテクチャの記事をお読みにな
り、本番環境でのパフォーマンスとチューニングの詳細をご確認ください。
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 仮想化環境では、ゲスト・オペレーティングシステムのサポートによって、共有物
理インフラストラクチャ上で実行できるワークロード、アプリケーション、サービスの
多様性が高まります。幅広いオペレーティングシステムとの互換性、ゲストとホスト
を分離する高度なセキュリティ機能、豊富な経験を持つエキスパートによるサポート
により、さまざまな IT 環境における仮想化が単純化されます。

 お客様がビジネスニーズを満たす IT 環境を構築できるよう、Red Hat は、マイ
クロソフトの Server Virtualization Validation Program (SVVP) を通じて提供さ
れる Microsoft Windows ゲストサポートの認証など、OpenShift Virtualization 
で使用するゲスト・オペレーティングシステムをテスト、認証、およびサポートして
います。また、PowerShell、Ansible、Puppet などの一般的なゲスト内ツールを、
OpenShift Virtualization 上で稼働する VM で引き続き使用することも可能です。

 ハードウェア・インフラストラクチャを共有する仮想
化環境におけるセキュリティの脆弱性は、不正アクセス、
データ漏洩、潜在的なサービス障害のリスクを増大させ
ます。VM ワークロードのセキュリティを効果的に確保す
るには、堅牢な分離技術、統一されたセキュリティポリ
シー、および最小権限の原則の遵守が不可欠です。

 OpenShift Virtualization は制限された Kubernetes 
Pod セキュリティ標準プロファイルに従い、root 権限な
しで VM のワークロードを実行するため、業界標準のセ
キュリティプロトコルに準拠し、組織を保護するのに役
立ちます。Red Hat OpenShift には中核的なセキュリ
ティ機能 (アクセス制御、ネットワークセキュリティ、ス
キャナーが組み込まれたエンタープライズ・レジストリな
ど) も含まれており、組織のプラットフォームを最初から
保護することができます。

9

10

複数のゲスト・オペレーティング
システムに対応する

高度なセキュリティ機能とベストプラク
ティスでリスクを低減する
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 インフラストラクチャの要求が変化する中で継続的な運用を維持するために
は、稼働中の VM をワークロードの中断なしで別のホストに移動するライブマイグ
レーションが極めて重要です。環境全体でライブマイグレーションを構成、開始、
監視、キャンセルできる仮想化プラットフォームは、ワークロードのバランスをと
り、メンテナンス作業時のダウンタイムを回避するのに役立ちます。

 OpenShift Virtualization はライブマイグレーション・ワークフロー全体をサ
ポートし、統合された管理コンソール、設定可能なポリシー、VM メトリクス、トラ
フィックの暗号化を使用できるため、IT チームは重要なアプリケーションを安定
的に実行し続けることができます。

 バックアップとリストアの機能は、予期せぬイベントやシステム障害が発生した
際に短時間で VM をリカバリーし、運用を継続させるのに役立ちます。特定の時
点における VM の状態とデータを記録するバックアップを頻繁に作成すれば、既
存の VM を復元するために必要な情報を保存できます。

 OpenShift Virtualization では、オンデマンドまたは固定スケジュールで自動的
に VM をバックアップし、保存したイメージを管理し、ワークロードを迅速に復元
して、障害がビジネスに与える影響を最小限に抑えることができます。Red Hat の
認定パートナー・エコシステムには、データの保管、バックアップ、およびリストアの
ためのサードパーティ製品も含まれています。Operator Framework は、お使いの
プラットフォームがこれらの製品の多くを Red Hat OpenShift から直接操作する
ことを可能にします。たとえば、Operator で Ansible Automation Platform のイ
ンストールと設定を行い、そのプラットフォームを使用して、バックアップおよびリ
ストア操作など、VM のライフサイクル管理を自動化できます。

11

12

VM のライブマイグレーションを単純化する

VM のバックアップとリストア
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 先進的なアプリケーションではワークロードが動的に変化し、多様なテクノロジーが
使用され、開発やデプロイが急速に行われるため、IT インフラストラクチャに対する要求
も大きくなります。パフォーマンスとリソースの使用を最適化するために、仮想化プラット
フォームはワークロードの変化に応じて動的かつ効率的にスケールアップやスケールダウ
ンを行う必要があります。

 OpenShift Virtualization にはワークロードポリシーに基づく自動スケーリングやマシン
のヘルスチェックなどのマシン管理機能があり、インフラストラクチャをより柔軟かつ効率
的に管理して先進的なアプリケーションの要求を満たすのに役立ちます。

 オープンソースの開発モデルは、コラボレーション、イノベー
ション、コミュニティ主導の開発を促進し、新しい高度な仮想
化技術を迅速に提供します。オープンソース・テクノロジーを
使用すると、安定したコミュニティによるイノベーション、幅広
い互換性を提供するオープンスタンダード、柔軟な統合を可
能にするオープンなアプリケーション・プログラミング・インタ
フェース (API) を利用でき、組織がデータセンターとクラウド
のインフラストラクチャ全体で効率的な仮想化環境を構築す
るのに役立ちます。

 Red Hat OpenShift Virtualization は、主要なグローバ
ル企業で広く採用され信頼される仮想化テクノロジーとし
て実績のある K VM ハイパーバイザーを使用しています。
KVM は基盤となる仮想化機能を提供し、その一方で Red 
Hat OpenShift Virtualization は Cloud Native Computing 
Foundation (CNCF) プロジェクトの KubeVirt を使用して 
Red Hat OpenShift を拡張し、コンテナネイティブ仮想化を
サポートします。KubeVirt  は、開発者が共通の共有環境で
コンテナのアプリケーションと VM のアプリケーションの両
方をビルド、変更、デプロイできる統一された開発プラット
フォームを提供します。

13

14

ワークロードの変化に応じてイン
フラストラクチャを拡張する

コラボレーティブなオープン
ソースモデルをサポートする

はじめに     |     自由なペースでモダナイズ     |     メリットを享受する     |     成功事例を見る     |     今すぐ始める

https://docs.redhat.com/en/documentation/openshift_container_platform/4.21/html/machine_management/index
https://www.redhat.com/ja/topics/virtualization/what-is-kubevirt


11

 仮想化環境の計画、導入、保守を成功させるには、専門的なスキルと知識が
必要です。仮想化に関する豊富な経験とプラットフォームに関する深い知識に裏
打ちされた専門的なサポートおよびガイダンスを利用できれば、環境の構成、潜
在的な問題のプロアクティブな解決、およびパフォーマンス、セキュリティ、信頼
性の最大化に役立てられます。

 Red Hat は、お客様の組織のニーズに合わせて設計された階層的なサポー
ト体制により、お客様が中断のない継続的な IT 運用を行えるよう支援します。
問題が発生した場合には、サービスを迅速に復旧できるよう Red Hat のエキス
パートが支援し、お客様によるイノベーションの推進、規模の拡大、重要なアプ
リケーションやワークロードのデプロイをサポートします。

 また、Red Hat のサービス、コンサルティング契約⁶、トレーニングおよび認
定カリキュラム⁷ を利用して、コンテナや Kubernetes のスキルと経験を身につ
けることもできます。Red Hat コンサルティングは、お客様のチームが成功でき
るよう、お客様と連携して VM 移行のロードマップを作成します。このロードマッ
プには管理、モニタリング、リスクの軽減、障害復旧の戦略が含まれ、そのすべて
でセキュリティ重視のアプローチとベストプラクティスが使用されます。

 OpenShift Virtualization は、VM とコンテナのためのスケーラ
ブルで柔軟な単一のプラットフォームを提供することで、運用のオー
バーヘッドを削減し、モダナイゼーションを容易に進められるように
します。この統合により、効率的かつセキュリティ重視の、統一され
たアプローチで VM とコンテナを管理することが可能になります。

 また、先進的なアプリケーション開発原則を VM に適用し、す
べてのアプリケーションとワークロードを、オンサイトのデータセン
ター、エッジ、クラウドを含む環境全体で一貫して実行することもで
きます。開発者の生産性を高め、運用を単純化し、インフラストラ
クチャとアプリケーション提供を効率化して、ビジネスをより良くサ
ポートできます。OpenShift Virtualization を活用すれば、移行によ
る業務の中断を発生させることなく、現在のニーズに対応しつつ将来
のニーズにも備えられる基盤を構築することができます。

15 Red Hat の仮想化エキス
パートと連携する

イノベーションのための一貫した基盤をデプロイする

6 Red Hat 概要、「Red Hat OpenShift Virtualization への VM 移行を単純化」、2024 年 7 月 16 日。
7 Red Hat データシート、「Red Hat OpenShift のスキルパス」、2026 年 5 月 11 日。
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 トルコのクラシファイド・リスティングと電子商取引のプラッ
トフォームである sahibinden.com は、新興企業やグローバル
な小売業者との競争に勝ち、市場をリードする地位を維持する
ため、IT インフラストラクチャと業務アプローチをモダナイズ
することを決定しました。

 同社は、2 つのデータセンターをまたぐプライベートクラウ
ド環境で実行される、Red Hat OpenShift を使用したコンテ
ナワークフローへと既存の VM を移行する、3 段階からなる
プロジェクトに着手しました。コンテナへのシフトの一環とし
て、sahibinden.com はプライベートクラウド環境内の 2 つの
データセンター間でワークロードを負荷分散するアクティブ/ア
クティブなデータセンター構成を採用しました。新規およびリ
ファクタリングされたコンテナベースのアプリケーションは、複
数の Red Hat OpenShift® ノードにデプロイされます。

 この新しいアーキテクチャと DevOps ワークフローによっ
て、sahibinden.com ではシステムの信頼性に関するインシデ
ントの 97% 減少、開発者の生産性の向上、市場投入時間の短
縮、テクノロジーのイノベーションに対する評判の向上という成
果を収めました。

システムの信頼性に
関するインシデント
が 97%  減少

一元管理により 
DevOps エクスペリ
エンスが向上

エキスパートによるサ
ポートとガイダンスでコ
ンテナ導入を最適化

お客様の成功事例：
sahibinden.com 

事例を読む⁸

Red Hat OpenShift は、エンタープライズ向け Kubernetes の明確なリー
ダーです。また、仮想化市場のリーダー製品群は仮想インフラストラクチャ上
で Kubernetes を実行できますが、Kubernetes コンテナ・プラットフォー
ム内で当社の仮想化環境全体を実行できるのは Red Hat OpenShift だ
けです。⁷
― 
Tayfun Deniz 氏 
sahibinden.com インフラストラクチャ管理担当ディレクター
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 8 Red Hat 事例、「sahibinden.com、Red Hat OpenShift を活用して信頼性の高い小売サービスを迅速に提供」、
2025 年 4 月 9 日。

http://red.ht/virt_success
https://www.redhat.com/ja/resources/sahibinden-case-study
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OpenShift Virtualization は、仮想化およびコンテナ化された
すべてのアプリケーションとワークロードを処理する先進的でク
ラウドネイティブな統合インフラストラクチャを提供し、運用の
複雑さを軽減します。既存の VM に先進的なアプリケーション
開発原則を適用することを可能にし、クラウドネイティブな未来
への備えとなるプラットフォームで、モダナイゼーションへの道を
計画しましょう。

 Red Hat OpenShift Virtualization の基礎的な使い方
をステップバイステップでガイドするインタラクティブなデ
モで、この仮想化ソリューションについて確認できます。

Red Hat OpenShift Virtualization の詳細

ガイド付きチュートリアルを体験する

VM とコンテナの両方を扱える単一のエンタープライズ対応アプリ
ケーション・プラットフォームで、IT 運用を統合し効率化しましょう。

OpenShift Virtualization に触れてみる

VM の移行を始める 
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 多くの組織にとって、仮想化の移行は未知の領域です。そうした組織の多くは、長年にわたって仮想化
環境を構築してきましたが、それを大規模に移行する必要に迫られることはほとんどありませんでした。そ
のため、これほどの規模のプロジェクトを計画し実行するための知識や能力、あるいは専門スタッフのリ
ソースが社内で不足している場合があります。Red Hat のコンサルティング・サービス・チームは、お客様
がこうした移行を円滑に進め、確実に成果を上げるための支援に精通しています。

VM 移行の評価と計画
 
Red Hat 仮想化移行評価は、お客様が VM インフラ
ストラクチャの移行を実行するための戦略的な道筋を
理解し、計画し、作成するのに役立つ、経験に基づくフ
レームワークです。Red Hat コンサルティングが提供す
るこのソリューションは、従来の仮想化プラットフォー
ムから VM を移行するための明確なロードマップとタ
イムラインを提供します。

サポートが必要な場合

仮想化移行評価の詳細
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